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図27 近世の遺構縮尺 1/500
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底部を整形した 4つの一連の土坑である。西から順に SK12, SK13, SK15およびSK7が
これにあたり，ここでは粘土敷き土坑と呼称する。 SK12以外は他の遺構や撹乱によって
一部を欠失している。 SK12は直径約 lmの円形の平面形を呈し，他の 3つも円形平面に
復原できる。いずれも，茶褐色土を深さ 20-30cmほど断面逆台形状に掘りくほめ，内面
に塗り込めた黄褐色粘土の上面を，なめらかな凹状の曲面に整形する。これらの土坑は，
真北から 50東に振る東西方向の直線上に並ぶ。土坑問の距離は真々で，）｜｜貢に 4.7 m, 7 .3 
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図29 SD36出土遺物（Il 3・Il4土師器， I5灰紬陶器， I6緑紬陶器）， SD38出土遺物（I 7・
I 8土師器）， SD37出土遺物（I 9緑紬陶器， I10須恵器）, SK22出土遺物 (I1士師
器），黒褐色土出土遺物（I 12土師器， I13灰紬陶器， Ill4・ Ill5須恵器）
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I 12-I 15は黒褐色土からの出土遺物。 I12は土師器皿で，口縁部が強く外反し器壁が
薄く，「て」字状口縁手法B2類にあたる。 I13は灰紬陶器の椀で，体部と内面上半に袖
を施す。 I14は須恵器杯蓋。天井部に凹形のつまみがつく。 I15は杯。器壁が薄い。
I 16-I 29は茶褐色土下層の出土遺物。 E16～ I 22は土師器である。 I16はA2類の
皿。外面を箆削りで調整し，さらに横撫でを施す。 I17～ I 20は「て」字状口縁手法の







皿。胎土は軟質で黄白色を呈し，紬は剥離している。 I27-I 29は須恵器である。 I27は
杯A。I28は杯B。外面に斜めの箆記号を残す。 I29は輩。口縁部が短く直立する。





I 37～ I 49は茶褐色土上層の出土遺物。 I37-I 43は土師器である。 I43は2段撫で手
法Cs類の皿。口縁端部に面取りを施す。 I37とI42は1段撫で素縁手法D2類の皿。口縁
部形状は直線的である。 I38は1段撫で素縁手法D3類の皿。弱く内管する口縁部形状を
もっO I 39は淡黄白色を呈する椀。口縁部形状は 1段撫で面取り手法Ds類に相当する。
I 40とI41はそれぞれ1段撫で手法の E1類と E3類にあたる。 I41の口縁部形状は弱く
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図30 茶褐色土下層出土遺物（Il16-II22土師器， I23・I24灰紬陶器， I25・I26緑紬陶
器， I27～ I 29須恵器）， SKlO出土遺物 (I30・I31須恵器， I32瓦器， I33 ・ I35 
灰紬系陶器， I34青磁， I36軒丸瓦），茶褐色土上層出土遺物 (I37～ I 43土師器，
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I 5・I56陶器， I57-I 59染付， I60白磁）
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小結
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京都大学北部構内は，北白川扇状地の末端に位置し北白川追分町遺跡、の商端にあたる。
北部構内は現在，北西から南西に緩やかに傾斜する起伏の少ない地形であるが，これは弥
生前期末一中期初頭の白川の洪水による黄色砂の堆積によって形成されたものである。黄
色砂の下には，黒褐色を呈する安定した粘質土層が面的に広がっており，本調査区の南に
接する208地点の調査により，弥生時代前期後半の地表面であることが明らかにされてい
る〔浜崎ほか95〕。また，これまでの北部構内の調査の成果から，当時の地表面は起伏に
富む複雑な地形であったことが判明しており，地形の復原も試みられている〔泉78〕。
本調査区でこの黒褐色粘質土を確認できたのは，南辺と北辺の一部のみであったが，
208地点では，ほほ全面で検出されている。この位置による違いの要因は，二つの可能性
が考えられる。一つは黄色砂の流入時に黒褐色粘質土が削られた可能性で，本調査区で黒
褐色粘質土の堆積がほとんどみられないのは，本調査区を南限とする谷状の地形が，黄色
砂の流れをより強める作用を与えたものと想定できる。他の一つは，本調査区を通るさら
に古い谷状地形がすでにあり，この内側の斜面では黒褐色土は堆積しなかった可能性で，
この場合，土石流はこの谷状地形に誘引されたものと考えられる。
土石流は，人頭大の花両岩礁を含む砂礁の層で，本調査区の東北方約 100mの109地点
灯1
図32 調査区周辺の弥生時代前期の地形縮尺1/5000
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では，東から西へ流れる土石流の南限を検出している〔浜崎83a〕。弥生時代前期の北部構
内南部を横切っていたとされる河道は， 109地点の東で傾斜をゆるめており，これより以
西は流路が分岐し広がっていたとも想定され，本調査区を通る谷状地形はこの一分路で
あった可能性も指摘できょう（図32）。土石流と黄色砂層をもたらした白川の洪水は，こ
の谷状の地形をたどって西流し， 109地点付近で流路を広げながらも，本流は南下し，本
調査区付近を通っていったのであろう。
本調査では，調査区をほぼ真っ直ぐに横切る平安後期の溝SD36-SD38を検出した。ま
た南北の溝SD39は， 208地点の調査で検出した平安中期の溝SD32と連続する。撹乱に
より不明な点も多いが，平安時代の士坑は講SD36-SD38の南側で検出しており，北側で
の検出はない。また208地点では，溝SD32より東側で確認された遺構はなく，西側では，
銭貨や金箔を伴う埋納遺構3基をはじめとする祭記遺構や，建物の柱穴などの平安期の遺
構を検出している。これらの溝群は 当時の土地利用の境界を示していた可能性がつよ
く，溝で閤まれた区画の東北隅が，祭最Eに供する場所として利用されたことを考えさせる
ものである。また，中世前半の粘土敷き土坑や集石土坑は， SD37の直上で検出しており，
遺構の性格は不明であるものの，平安時代の土地区画が中世まで踏襲されていた可能性も
指摘できる。
以上のように，本調査により弥生時代前期の地形について新しい知見を得られたほか，
北部構内西南部の古代から中世にかけての土地利用状況の一端を明らかにできた。
現地調査は，清水芳裕と古賀秀策が担当し，下坂澄子，矢野由記子，松本篤志，君島英
子，大岡由記子，田中葉子が協力した。資料整理は，清水，古賀，下坂，矢野がおこなっ
た。また，現地調査および資料整理にあたっては，梅川光隆氏の協力と援助をいただい
た。
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